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先月の振り返り: 4月のドル円相場は110円後半～112円半ばで推移。米雇用統計の結果が良好だっ
たものの、IMF(国際通貨基金)が世界経済成長率見通しを下方修正したことやトランプ大統領がEU
からの輸入品に関税賦課を検討と報じられたこともあり、ドル円は一時111円を割り込んだ。その
後、EU臨時首脳会議において10月までの英離脱期限延期で合意と報じられたことで欧州通貨を含め
てリスク回避の動きが一服。日米通商協議において為替問題への言及が避けられたこともあり、ド
ル円は112円台を回復する場面もあった。ただ米中貿易問題やイースター休暇、日本の大型連休等
もあり上値は重く、月間では変動幅が2円にも満たなかったことからも、決め手に欠く動きだっ

た。
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　米雇用統計

今後の展開: イギリスのEU離脱問題が一旦落ち着いてきたこともあり、マーケット

の最大の関心事は米中貿易問題。執筆時点では結論が出ていないが、今回もトラン

プ大統領の発言によってマーケットが振り回されており、米中協議が合意に至るか

どうかがわかるまでは重苦しい雰囲気だ。いずれにせよ合意できなければ、株安な

どでリスク回避の円買いが加速する可能性があり、警戒しておきたい。仮に合意し

たとしても、合意内容次第では上値が重たいまま推移することも考えられるため、

見極めが大事になるだろう。

　小売売上高

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）
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